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「
医
療
Ａ
Ｉ
の
加
速
度
的
な
進
展
を
ふ
ま
え
た

　
　
　
　
　    

生
命
倫
理
の
問
題
」ま
と
ま
る

令
和
２
・
３
年
度
生
命
倫
理
懇
談
会
答
申

生
命
倫
理
懇
談
会
（
座

長
：
永
井
良
三
自
治
医
科
大

学
長
）
が
会
長
諮
問
「
医
療

Ａ
Ｉ
の
加
速
度
的
な
進
展
を

ふ
ま
え
た
生
命
倫
理
の
問

題
」
に
つ
い
て
答
申
を
取
り

ま
と
め
、
３
月
１
日
に
中
川

俊
男
会
長
に
提
出
し
た
。

本
答
申
は
、
（
１
）
は
じ

め
に
：
問
題
の
背
景
、（
２
）

Ａ
Ｉ
の
応
用
と
技
術
的
限

界
、
（
３
）
Ａ
Ｉ
規
制
と
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
：
世
界
の
検
討

動
向
、
（
４
）
Ａ
Ｉ
開
発
と

利
用
に
お
け
る
説
明
と
責

任
、
（
５
）
Ａ
Ｉ
開
発
と
利

用
に
お
け
る
個
人
情
報
の
扱

い
、
（
６
）
ま
と
め
と
提
言

─
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

る
。

（
３
）
で
は
、
Ａ
Ｉ
を
人

工
知
能
で
は
な
く
、Aug-

mented Intelligence

（
拡

張
機
能
）
と
表
現
し
、
人
間

が
主
体
的
に
用
い
て
、
あ
く

ま
で
も
支
援
す
る
も
の
と
し

て
位
置
付
け
る
べ
き
と
の
見

解
を
示
す
ア
メ
リ
カ
医
師

会
、
世
界
医
師
会
な
ど
、
世

界
各
国
で
展
開
さ
れ
て
い
る

医
療
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
活
用
に

関
す
る
議
論
を
紹
介
し
て
い

る
。（

４
）
で
は
、
倫
理
的
課

題
と
し
て
、
医
療
Ａ
Ｉ
を
日

本
の
医
療
の
中
で
ど
の
よ
う

に
位
置
付
け
て
い
く
べ
き
か

を
問
う
医
療
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
に
関
す
る
論
点
の

他
、
医
療
Ａ
Ｉ
の
利
用
に
よ

る
医
療
全
体
へ
の
影
響
を
考

え
る
論
点
と
し
て
、
患
者
、

市
民
、
医
療
従
事
者
の
視
点

が
重
要
で
あ
る
こ
と
等
を
指

摘
し
て
い
る
。

更
に
、
法
的
課
題
と
し
て
、

製
造
販
売
す
る
業
者
と
使
用

す
る
医
療
者
そ
れ
ぞ
れ
の
責

任
を
示
す
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ

Ｍ
Ｒ
Ａ
（International 

Coalition of Medicines 

Regulatory 
Authori-

ties

）
の
報
告
に
触
れ
、
法

と
倫
理
の
交
錯
す
る
医
療
Ａ

Ｉ
開
発
に
お
け
る
課
題
を
挙

げ
て
い
る
。

（
５
）
で
は
、
倫
理
的
課
題

と
し
て
、
医
療
の
進
歩
、
医

療
基
盤
の
整
備
に
は
医
療
デ

ー
タ
の
活
用
が
必
要
と
な
る

一
方
で
、
ど
の
よ
う
に
個
人

情
報
を
保
護
す
る
か
、
患
者

と
医
師
と
の
関
係
へ
の
影
響

に
つ
い
て
記
し
て
い
る
他
、

医
療
情
報
の
利
活
用
に
は
柔

軟
性
と
安
全
性
を
兼
ね
備
え

医療AIに関する提言
1．�人間の尊厳と公共性、包括性、公平
性を高める医療AIであること

2．�人間の意思を尊重し、医療の公共性
を守る医療AIであること

3．�人間が理解し、判断の根拠を説明で
きる医療AIであること

4．��医療AIの使用による事故の責任が明
確であること

5．��継続的に開発・改良できる医療AIで
あること

6．��医療AIに関する教育と研究を推進す
ること

日
本
医
師
会
で
は
、
医
師

の
働
き
方
改
革
の
大
き
な
課

題
の
一
つ
で
あ
る
医
師
の

「
宿
日
直
許
可
」
の
問
題
に

つ
い
て
、
医
師
の
働
き
方
改

革
が
産
科
医
療
機
関
に
お
け

る
宿
日
直
体
制
に
も
た
ら
す

影
響
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
。
そ
の
結
果
を
基
に

定
例
記
者
会
見
な
ど
を
通
じ

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
対
応
と
働
き
方

改
革
へ
の
準
備
と
い
う
二
つ

の
大
き
な
課
題
へ
の
取
り
組

み
を
現
場
に
求
め
る
こ
と
は

非
常
に
厳
し
い
と
訴
え
る
と

と
も
に
、
医
師
独
自
の
宿
日

直
基
準
を
設
け
る
こ
と
等
を

求
め
て
き
た
。

今
回
の
共
同
の
要
望
書
提

出
は
、
こ
の
要
望
の
実
現
を

目
指
す
日
本
医
師
会
か
ら
の

呼
び
掛
け
に
、
四
病
院
団
体

協
議
会
並
び
に
全
国
有
床
診

療
所
連
絡
協
議
会
が
賛
同
し

た
こ
と
に
よ
り
、
実
現
し
た

も
の
で
あ
る
。

要
望
書
で
は
、
現
状
の
許

可
基
準
の
ま
ま
で
、
罰
則
付

き
時
間
外
労
働
時
間
上
限
規

制
、
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル

規
制
、
連
続
勤
務
時
間
制
限

が
導
入
さ
れ
れ
ば
、
「
大
学

病
院
か
ら
の
応
援
で
成
り
立

っ
て
い
る
地
方
の
医
療
機
関

で
は
、
宿
日
直
許
可
が
取
れ

な
い
た
め
に
、
通
算
の
上
限

時
間
超
過
を
懸
念
す
る
大
学

病
院
か
ら
医
師
を
引
き
揚
げ

ら
れ
、
医
療
提
供
体
制
を
縮

小
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
」

と
す
る
と
と
も
に
、
「
上
限

規
制
に
よ
り
大
学
か
ら
他
の

医
療
機
関
へ
の
応
援
が
制
限

さ
れ
る
と
、
副
業
・
兼
業
先

か
ら
の
収
入
が
得
ら
れ
な
く

な
っ
た
大
学
病
院
の
医
師
が

離
職
し
て
、
処
遇
の
よ
い
一

た
規
律
を
設
け
る
必
要
が
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
、
（
６
）
で
は
、
医

療
Ａ
Ｉ
は
、
上
手
に
活
用
す

れ
ば
極
め
て
有
用
で
あ
る
と

す
る
一
方
で
、
医
療
固
有
の

多
く
の
懸
念
が
存
在
す
る
こ

と
か
ら
、
医
療
Ａ
Ｉ
の
健
全

な
発
展
を
促
す
上
で
も
、
Ａ

Ｉ
開
発
と
活
用
の
あ
り
方
を

患
者
、
市
民
、
医
療
従
事
者

が
一
体
と
な
っ
て
検
討
を
続

け
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、

別
掲
の
六
つ
の
提
言
が
な
さ

れ
て
い
る
。

３
月
９
日
の
記
者
会
見
で

そ
の
内
容
を
説
明
し
た
羽
鳥

裕
常
任
理
事
は
、
「
日
本
医

師
会
と
し
て
は
、
学
術
推
進

会
議
が
２
０
１
８
年
に
答
申

を
ま
と
め
て
以
降
、
医
療
Ａ

Ｉ
に
関
す
る
検
討
を
深
め
て

き
た
が
、
状
況
は
目
ま
ぐ
る

し
く
変
化
し
て
お
り
、
引
き

続
き
こ
の
動
き
を
注
視
し
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
る
と
と

も
に
、
本
答
申
を
国
の
検
討

会
に
も
提
出
す
る
な
ど
、
広

く
周
知
し
て
い
く
意
向
を
示

し
た
。

般
病
院
に
移
る

動
き
が
起
こ

り
、
大
学
病
院

の
診
療
、
研
究
、

教
育
の
質
の
確

保
が
困
難
と
な

り
、
こ
れ
ら
が

ど
の
地
域
・
診

療
科
・
医
療
機

関
・
大
学
で
ど

の
程
度
起
こ
る

か
予
想
で
き
な

い
ば
か
り
か
、

こ
う
し
た
動
き

は
既
に
起
き
て

い
る
」
と
指
摘
。

そ
の
上
で
、

（
１
）
宿
日
直

許
可
自
体
の
判

断
基
準
、
（
２
）

宿
日
直
許
可
の

回
数
等
、（
３
）
行
政
の
対
応
、

（
４
）
罰
則
規
定
の
取
り
扱

い

─
に
つ
い
て
、
そ
の
改

善
を
求
め
て
い
る
。

（
１
）
で
は
、
①
各
々
の

医
師
に
つ
い
て
、
宿
直
時
の

睡
眠
時
間
が
十
分
で
な
い
日

（
例
え
ば
、
睡
眠
時
間
が
６

時
間
程
度
に
満
た
な
い
日
）

が
月
に
５
日
以
内
で
あ
る
場

合
②
宿
日
直
中
に
救
急
等
の

業
務
が
発
生
す
る
場
合
で

も
、
そ
の
業
務
時
間
が
平
日

の
業
務
時
間
と
比
べ
て
一
定

程
度
の
割
合
に
収
ま
っ
て
い

る
場
合
③
特
に
ロ
ー
リ
ス
ク

な
分
娩
が
主
と
な
る
産
科
医

療
機
関
に
お
い
て
は
、
分
娩

数
に
か
か
わ
ら
ず
、
ハ
イ
リ

ス
ク
な
分
娩
を
扱
う
産
科
医

療
機
関
に
お
い
て
は
、
宿
日

直
中
の
分
娩
等
の
対
応
が
月

８
〜
12
件
程
度
の
場
合

─

に
つ
い
て
は
、
宿
日
直
許
可

を
認
め
て
も
ら
え
る
よ
う
要

望
。

（
２
）
で
は
、
①
医
師
の

健
康
に
配
慮
し
つ
つ
、
地
域

医
療
提
供
体
制
を
維
持
す
る

た
め
に
、
医
療
機
関
に
お
け

る
各
医
師
の
宿
日
直
に
つ
い

て
、
宿
直
を
月
８
回
、
日
直

を
月
４
回
ま
で
許
可
を
認
め

る
②
他
の
医
療
機
関
に
宿
日

直
の
応
援
に
行
く
医
師
の
場

合
、
①
で
示
し
た
宿
日
直
回

数
に
つ
い
て
は
、
派
遣
元
と

応
援
先
の
宿
日
直
回
数
を
そ

れ
ぞ
れ
分
け
て
取
り
扱
う
③

各
々
の
医
師
の
連
日
の
宿
日

直
に
つ
い
て
許
可
を
認
め
る

─
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

ま
た
（
３
）
で
は
、
医
師
独

自
の
宿
日
直
許
可
基
準
を
明

確
化
し
、
対
応
の
統
一
を
図

る
と
と
も
に
、
実
態
に
合
わ

な
い
判
断
が
出
さ
れ
た
場

合
、
厚
労
省
に
相
談
で
き
る

窓
口
を
設
置
す
る
こ
と
、

（
４
）
で
は
、
基
準
を
見
直

し
た
と
し
て
も
、
現
状
で
は

全
国
の
医
療
機
関
が
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

に
全
力
で
当
た
っ
て
お
り
、

働
き
方
改
革
に
取
り
組
め
る

状
況
に
な
い
と
し
て
、
時
間

外
労
働
時
間
の
上
限
規
制
の

罰
則
適
用
を
数
年
猶
予
す
る

こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
要
請
し
て

い
る
。

当
日
の
要
望
書
提
出
に
は
、

相
澤
孝
夫
日
本
病
院
会
長
、

猪
口
雄
二
全
日
本
病
院
協
会

長
、
加
納
繁
照
日
本
医
療
法

人
協
会
長
、
前
田
津
紀
夫
全

国
有
床
診
療
所
連
絡
協
議
会

常
任
理
事
、
松
本
吉
郎
日
本

医
師
会
常
任
理
事
が
同
席
。

中
川
会
長
が
要
望
書
の
内
容

を
説
明
し
た
後
、
他
団
体
か

ら
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
大
学

か
ら
の
医
師
の
引
き
揚
げ
が

起
こ
り
、
地
域
医
療
の
崩
壊

に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
と
し

て
、
早
期
の
改
善
が
求
め
ら

れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
後
藤
厚

労
大
臣
は
「
今
日
の
お
話
を

聞
い
て
、
大
変
な
状
況
に
あ

る
こ
と
を
改
め
て
再
認
識
し

た
」
と
し
て
一
定
の
理
解
を

示
す
一
方
、
良
質
で
安
全
な

医
療
を
国
民
に
提
供
す
る
た

め
に
は
医
師
個
人
の
健
康
も

守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
指
摘
。
「
現
在
、
厚

労
省
と
し
て
医
師
の
働
き
方

改
革
が
医
療
現
場
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
も
た
ら
す
の
か

調
査
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
そ
の
結
果
も
踏
ま
え

て
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
で

き
る
の
か
考
え
て
い
き
た

い
」と
し
て
理
解
を
求
め
た
。

　日本医師会は四病院団体協議会並びに全国有床診療所連絡
協議会と共に医師の「宿日直許可」の問題について、医師独
自の宿日直基準を設けること等を求める要望書を取りまと
め、3月18日、中川俊男会長らが厚生労働省を訪問し、後藤
茂之厚労大臣に手交した。
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
へ
の

医
療
支
援
に
つ
い
て

3
月
9
・
16
日

を
踏
ま
え
、
世
界
医
師
会
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
へ
の

医
療
支
援
を
目
的
と
し
た
寄

附
金
の
募
集
に
呼
応
し
、
１

億
円
の
寄
附
を
行
う
こ
と
を

決
定
し
、
直
ち
に
世
界
医
師

会
に
送
金
し
た
こ
と
を
報
告

し
た
。

ま
た
、
都
道
府
県
医
師
会

を
通
じ
て
、
全
国
の
医
師
会

と
医
師
会
員
に
対
し
て
寄
附

金
を
募
る
こ
と
も
併
せ
て
発

表
し
た
（
詳
細
は
３
面
参

照
）。会

見
の
中
で
中
川
会
長

は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
医
師
会
か

ら
要
請
を
受
け
た
世
界
医
師

会
が
、
欧
州
医
師
常
設
委
員

会
、
欧
州
医
師
会
フ
ォ
ー
ラ

ム
と
共
に
医
療
支
援
体
制
を

確
立
し
、
そ
の
活
動
原
資
と

な
る
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
医
療
支

援
基
金
」
を
設
立
し
た
こ
と

を
紹
介
。
ま
た
、
世
界
医
師
会

で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け

る
医
薬
品
や
医
療
物
資
の
極

端
な
不
足
ば
か
り
で
な
く
、

医
療
施
設
へ
の
攻
撃
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
を
懸
念
し
て

い
る
こ
と
、
更
に
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
か
ら
の
避
難
民
を
受
け

入
れ
る
隣
接
国
の
医
療
制
度

へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
避
難

民
に
対
す
る
医
療
支
援
に
も

医
療
物
資
や
資
金
が
活
用
さ

れ
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
た
。

そ
の
上
で
、
中
川
会
長
は
、

「
日
本
医
師
会
の
寄
附
金
に

よ
る
支
援
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

確
実
に
届
き
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

国
民
の
医
療
に
貢
献
す
る
こ

と
、
そ
し
て
一
人
で
も
多
く

の
命
が
救
わ
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
や
ま
な
い
」
と
強
い
思

い
を
述
べ
た
。

な
お
、
今
回
の
日
本
医
師

会
に
よ
る
１
億
円
の
寄
附
を

公
表
し
た
中
川
会
長
の
記
者

会
見
の
内
容
は
、
世
界
医
師

中
川
俊
男
会
長
は
３
月
９

日
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
に
よ

り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
に
大

き
な
被
害
が
出
て
い
る
現
状

令和4年3月15日

ロシアによるウクライナへの軍事侵攻に対する緊急声明
公益社団法人日本医師会

北海道医師会 青森県医師会 岩手県医師会 宮城県医師会
秋田県医師会 山形県医師会 福島県医師会 茨城県医師会
栃木県医師会 群馬県医師会 埼玉県医師会 千葉県医師会
東京都医師会 神奈川県医師会 新潟県医師会 富山県医師会
石川県医師会 福井県医師会 山梨県医師会 長野県医師会
岐阜県医師会 静岡県医師会 愛知県医師会 三重県医師会
滋賀県医師会 京都府医師会 大阪府医師会 兵庫県医師会
奈良県医師会 和歌山県医師会 鳥取県医師会 島根県医師会
岡山県医師会 広島県医師会 山口県医師会 徳島県医師会
香川県医師会 愛媛県医師会 高知県医師会 福岡県医師会
佐賀県医師会 長崎県医師会 熊本県医師会 大分県医師会
宮崎県医師会 鹿児島県医師会 沖縄県医師会

　このたびのロシアによるウクライナへの軍事侵攻は、恒久の平和と自由を
願う世界の秩序を踏みにじるものであり、決して認めることはできません。

　連日、一般市民がロシア軍の無差別攻撃にさらされ、幼い子どもを含む
多くの尊い生命が奪われています。わたしたちは、すべての人々の生命と健
康に奉仕する医師として、こうした状況を許すことはできません。

　医療施設も攻撃を受けています。しかし、医療の中立性と人権は絶対に
尊重されなければなりません。

　日本医師会は世界医師会の呼びかけに応じ、去る3月9日にウクライナへ
の医療支援のために1億円の寄附を行いました。引き続き、世界医師会に
加盟する各国医師会と連帯し、ウクライナへの医療支援を継続します。

　わたしたちの心は、ウクライナのみなさん、そして、ウクライナで医療に
従事する仲間とともにあります。

　日本医師会および全国の都道府県医師会は、ロシアの軍事侵攻に強く抗
議します。そして、ロシア軍のウクライナからの即時撤退および対話と交渉
による一日も早い平和的解決を願っています。

会
に
同
日
報
告
さ
れ
、
プ
レ

ス
・
リ
リ
ー
ス
と
し
て
世
界

に
向
け
て
発
信
さ
れ
た
。

47
都
道
府
県
医
師
会
と
の

連
名
に
よ
り
緊
急
声
明
を

取
り
ま
と
め
る

３
月
16
日
の
記
者
会
見
で

は
、
ま
ず
、
15
日
に
47
都
道

府
県
医
師
会
と
の
連
名
で
ロ

シ
ア
の
軍
事
侵
攻
に
強
く
抗

議
す
る
と
と
も
に
、
ロ
シ
ア

軍
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
即

時
撤
退
及
び
対
話
と
交
渉
に

よ
る
一
日
も
早
い
平
和
的
解

決
を
願
う
「
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻

に
対
す
る
緊
急
声
明
」
（
上

掲
）
を
取
り
ま
と
め
、
全
国

の
郡
市
区
医
師
会
に
発
出
す

る
と
と
も
に
、
英
語
版
を
世

界
医
師
会
加
盟
１
１
２
カ
国

医
師
会
に
送
付
し
た
こ
と
を

公
表
し
た
。

中
川
会
長
は
、
ま
た
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
の
医
療
支
援
と

し
て
日
本
医
師
会
が
１
億
円

を
寄
附
し
た
こ
と
に
対
し

て
、
ハ
イ
ジ
・
ス
テ
ン
ス
ミ

レ
ン
世
界
医
師
会
長
か
ら
感

謝
状
（
右
掲
）
が
寄
せ
ら
れ

た
こ
と
を
報
告
。
欧
州
か
ら

遠
く
離
れ
た
日
本
医
師
会
か

ら
１
億
円
の
寄
附
金
が
即
座

に
送
ら
れ
た
こ
と
は
、
医
療

支
援
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
可
能

と
し
、
か
つ
、
世
界
の
医
療

界
が
こ
の
痛
ま
し
い
戦
況
に

着
目
し
、
医
療
支
援
の
手
を

差
し
伸
べ
て
い
る
現
実
に
、

近
隣
諸
国
の
医
師
会
は
勇
気

付
け
ら
れ
、
励
ま
さ
れ
、
取

り
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が

実
感
さ
れ
た
と
し
て
、
金
額

以
上
の
価
値
が
あ
る
も
の
と

受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
紹
介
し
た
。

更
に
、
今
回
の
寄
附
金
に

つ
い
て
は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
医

療
支
援
基
金
」
の
原
資
と
な

る
こ
と
、
ま
た
、
基
金
は
運

営
委
員
会
が
管
理
し
、
世
界

医
師
会
、
欧
州
医
師
常
設
委

員
会
、
欧
州
医
師
会
フ
ォ
ー

ラ
ム
及
び
近
隣
の
各
国
医
師

会
で
構
成
さ
れ
る
「
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
」

が
運
営
を
担
う
こ
と
を
概

説
。日
本
医
師
会
と
し
て
も
、

オ
ト
マ
ー
・
ク
ロ
イ
バ
ー
世

界
医
師
会
事
務
総
長
か
ら
の

招
待
を
受
け
て
、
「
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
」

に
参
加
し
、
提
案
を
行
っ
て

い
く
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。

医
療
物
資
に
関
し
て
は
、

欧
州
に
お
け
る
調
達
が
困
難

と
さ
れ
る
中
で
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
医
師
会
か
ら
入
手
し
た
リ

ス
ト
に
基
づ
き
、
イ
ス
ラ
エ

ル
で
調
達
さ
れ
た
こ
と
を
報

告
。
医
療
物
資
は
、
在
イ
ス

ラ
エ
ル
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使

館
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
、
そ
し

て
マ
ゾ
フ
シ
ェ
県
知
事
の
支

援
に
よ
り
ワ
ル
シ
ャ
ワ
か
ら

ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
境
へ
そ
れ
ぞ

れ
搬
送
し
、
国
境
で
ウ
ク
ラ

イ
ナ
医
師
会
が
受
け
取
っ
た

上
で
、
国
内
の
医
療
機
関
へ

配
布
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
説
明
す
る
と
と

も
に
、
「
タ
ス
ク
フ
ォ

2022年3月11日
日本医師会
会長　中川俊男先生

我々は、2022年3月9日にウクライナ医療支援基金の特別
口座で受け取った1億円という貴会の惜しみない時宜を得た
寄附に対し、心より感謝申し上げます。

貴会の寄附は、ウクライナの同僚への支援を開始するため
の大きな助けとなります。また、近隣諸国の加盟医師会にと
っても強力な支援です。資金提供は彼らが援助を提供する
際に、取り残されていないことを示すものです。

今団結することは、健康、民主主義、そして自由にとって
非常に重要です。
リーダーシップをとって頂き、ありがとうございます。

欧州医師常設委員会（CPME）、欧州医師会フォーラム
（EFMA）、世界医師会（WMA）のタスクフォースの全て
のメンバーを代表し、感謝の意を表します。

貴会のイニシアチブは、我々の組織の他のメンバーが、我々
の同僚や戦争地域の人々を助けるための我々の取り組みに
参加することを奨励するものと確信しています。これらの資
金の使用がどのように展開されるか、お知らせいたします。

世界医師会
会長　ハイジ・ステンスミレン

←
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い
こ
と
等
を
詳
細
に
説
明
。

「
吸

気

時

の

息

苦

し

さ
、

嗄さ

せ

い声
、
強
い
喉
の
痛
み
を
訴

え
る
の
に
咽
頭
の
発
赤
が
見

ら
れ
な
い
場
合
な
ど
に
は
、

専
門
科
へ
紹
介
し
て
欲
し

い
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、

救
急
搬
送
時
に
は
高
度
医
療

機
関
に
搬
送
す
る
こ
と
な
ど

を
呼
び
掛
け
た
。

中
川
会
長
は
、
昨
年
、
後

発
医
薬
品
を
製
造
す
る
企
業

の
う
ち
８
社
が
、
国
か
ら
承

認
さ
れ
た
内
容
と
異
な
る
手

順
で
医
薬
品
を
製
造
す
る
な

ど
、
組
織
的
な
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
欠
如
に
よ
り
、
医
薬

品
医
療
機
器
等
法
に
基
づ
く

業
務
停
止
命
令
を
受
け
た
こ

と
を
取
り
上
げ
、
「
こ
の
影

響
で
、
通
常
ど
お
り
の
出
荷

が
で
き
て
い
な
い
医
薬
品
が

昨
年
12
月
時
点
で
約
３
０
０

０
品
目
あ
り
、
医
療
現
場
で

は
、
他
の
医
薬
品
へ
の
処
方

変
更
や
医
薬
品
卸
と
の
頻
回

な
納
入
交
渉
な
ど
、
医
療
提

供
に
支
障
を
来
し
て
い
る
」

と
強
調
。

本
問
題
は
、
後
発
医
薬
品

の
製
造
や
出
荷
の
長
期
間
停

止
・
縮
小
し
た
こ
と
が
発
端

で
は
あ
る
が
、
そ
の
影
響
を

受
け
て
、
同
じ
成
分
規
格
や

類
薬
を
製
造
販
売
す
る
先
発

品
及
び
後
発
品
メ
ー
カ
ー
に

お
い
て
も
、
在
庫
が
激
減
す

る
の
を
防
ぐ
た
め
に
出
荷
を

控
え
た
り
、
新
規
の
受
注
を

断
っ
た
り
す
る
こ
と
も
原
因

と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し

た
。そ

の
上
で
、
業
界
に
対
し

て
は
、
供
給
停
止
に
な
っ
て

■■■■■■■■

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え

対
策
の
強
化
・
深
化
を
図
る

■■■■■■■■

後
発
医
薬
品
を
始
め
と
し
た

医
薬
品
供
給
不
足
に
つ
い
て

■■■■■■■■

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

現
況
等
に
つ
い
て

ご協力願います

ウクライナ国民への医療支援
銀　行　名：三井住友銀行 神田支店
口座番号：普通預金 3549308
口　座　名：�公益社団法人 日本医師会 ウクライナ医療支援金
フリガナ名：ｼﾔ）ﾆﾎﾝｲｼｶｲ ｳｸﾗｲﾅｲﾘﾖｳｼｴﾝｷﾝ
※手数料は各自ご負担願います。
※ 個人の方は寄附金の控除（所得控除または税額控除）、法人（医療法

人等）の方は「一般の寄附金」とは別枠で損金算入できます。
受付期間：令和４年４月15日（金）まで
問い合わせ先：日本医師会経理課 03-3942-6486（直）

中
川
会
長
は
東
日
本
大
震

災
か
ら
11
年
に
な
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
犠
牲
者
に
哀
悼
の

意
を
示
す
と
と
も
に
、
被
災

地
で
長
き
に
わ
た
っ
て
復
旧

に
尽
力
し
て
き
た
人
々
に
対

す
る
敬
意
を
表
し
、
「
日
本

医
師
会
と
し
て
も
引
き
続

き
、
で
き
る
限
り
の
支
援
を

行
っ
て
い
き
た
い
」
と
し

た
。

ま
た
、
日
本
医
師
会
は
、

震
災
の
教
訓
を
風
化
さ
せ
ず

次
の
「
大
規
模
災
害
へ
の
備

え
」
に
生
か
し
て
い
く
べ
く

努
め
て
き
た
と
し
て
、（
１
）

日
本
医
師
会
災
害
医
療
チ
ー

ム
〝
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
〟
の
活
動
も

全
国
の
都
道
府
県
医
師
会
等

の
協
力
を
得
な
が
ら
体
制
強

化
を
図
っ
て
い
る
、
（
２
）

３
月
13
日
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン

中
川
会
長
は
３
月
16
日
の

記
者
会
見
で
、
３
月
21
日
ま

で
の
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
が
全
面
的
に
解
除
さ
れ
る

見
込
み
で
あ
る
こ
と
（
17
日

に
正
式
決
定
）
に
理
解
を
示

す
と
と
も
に
、
解
除
後
も
感

染
防
止
対
策
の
継
続
と
ワ
ク

舵
を
切
ろ
う
と
し
て
い
る
こ

と
に
一
定
の
理
解
を
示
し
た

上
で
、
「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の

下
位
系
統
で
あ
るBA.1

か
ら

BA.2

へ
の
置
き
換
わ
り
が
急

速
に
進
み
、
感
染
が
再
拡
大

し
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に

重
点
措
置
の
適
用
な
ど
の
対

策
を
と
っ
て
頂
き
た
い
」
と

要
望
し
た
。

ま
た
、
諸
外
国
の
よ
う
に

制
限
を
一
気
に
廃
止
す
る
の

で
は
な
く
、
感
染
拡
大
に
つ

な
が
り
に
く
い
と
分
か
っ
た

も
の
か
ら
徐
々
に
制
限
を
緩

和
す
べ
き
だ
と
し
、
経
済
活

動
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
つ
つ
あ
る
中
で
、
こ

れ
か
ら
も
感
染
防
止
対
策
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し

た
。

ワ
ク
チ
ン
接
種

３
回
目
の
追
加
接
種
に
つ

い
て
は
、
１
日
約
１
０
０
万

回
を
超
え
、
接
種
率
は
全
体

で
３
割
、
高
齢
者
で
７
割
を

超
え
た
こ
と
を
報
告
す
る
一

方
、
集
団
接
種
会
場
で
か
な

り
の
空
き
が
見
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
憂ゆ

う
り
ょ慮
。
「
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
は
、
た
と
え
感
染
し
て

も
軽
症
で
済
む
の
で
は
な
い

か
と
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
意

義
が
実
感
し
に
く
い
こ
と
な

ど
が
そ
の
要
因
と
し
て
考
え

ら
れ
る
が
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

で
も
重
症
化
し
、
死
亡
者
数

も
多
く
な
っ
て
い
る
」
と
し
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
更
に
推
進

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
の

考
え
を
示
し
た
。

４
回
目
の
接
種
に
関
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
踏

ま
え
、
ワ
ク
チ
ン
供
給
量
を

で
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
基
本
編
研
修

を
、
３
月
18
日
に
は
鹿
児
島

県
桜
島
の
噴
火
災
害
を
想
定

し
た
災
害
時
情
報
通
信
訓
練

を
行
う
、（
３
）『
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
時
代
の

避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
を
改

訂
し
、
今
月
中
に
第
２
版
を

公
表
す
る
と
と
も
に
出
版
も

行
う

─
こ
と
を
紹
介
。「
こ

う
し
た
活
動
が
災
害
で
犠
牲

に
な
ら
れ
た
方
々
へ
の
報
い

に
な
る
」
と
し
て
、
日
本
医

師
会
の
対
策
を
よ
り
強
化

し
、
深
化
さ
せ
て
い
く
と
の

姿
勢
を
示
し
た
。

い
る
医
薬
品
の
早
期
の
供
給

再
開
を
求
め
る
と
と
も
に
、

供
給
量
が
増
加
す
る
よ
う
、

日
本
製
薬
工
業
協
会
、
日
本

製
薬
団
体
連
合
会
が
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
業
界

全
体
で
早
急
に
対
処
す
る
こ

と
を
要
望
。
更
に
、
日
本
医

薬
品
卸
売
業
連
合
会
に
も
協

力
を
求
め
、
「
こ
の
よ
う
な

非
常
事
態
に
お
い
て
は
、
先

発
・
後
発
に
関
係
な
く
、
業

界
全
体
に
よ
る
国
民
の
医
療

を
守
る
た
め
の
真
剣
な
取
り

組
み
を
期
待
す
る
」
と
述
べ

た
。一

方
、患
者
に
向
け
て
は
、

「
医
薬
品
の
供
給
不
足
に
よ

っ
て
、
今
ま
で
処
方
さ
れ
て

い
た
薬
が
処
方
し
て
も
ら
え

な
い
た
め
、
不
安
に
感
じ
て

い
る
方
も
お
ら
れ
る
と
思
う

が
、
治
療
を
継
続
す
る
た
め

に
医
師
が
責
任
を
も
っ
て
適

切
な
別
の
薬
に
変
更
す
る
の

で
、
安
心
し
て
薬
物
治
療
を

受
け
て
欲
し
い
」
と
呼
び
掛

け
た
。

ー
ス
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
」

で
も
、
引
き
続
き
医
療
物
資

の
調
達
と
搬
送
ル
ー
ト
の
確

保
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

を
強
調
し
た
。

ま
た
、
世
界
医
師
会
か
ら

の
情
報
と
し
て
、
ド
イ
ツ
か

ら
の
遠
隔
医
療
等
の
医
療
機

器
の
提
供
、
イ
ス
ラ
エ
ル
や

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
野
戦
病
院

の
設
置
に
向
け
た
支
援
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
か
ら
大

き
な
支
援
の
動
き
が
あ
る
こ

と
を
報
告
。
今
後
も
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
へ
の
医
療
支
援
の
状

況
に
関
し
て
は
、
世
界
医
師

会
か
ら
の
情
報
を
基
に
、
必

要
に
応
じ
て
報
告
し
て
い
く

意
向
を
示
し
た
。

そ
の
上
で
、
中
川
会
長
は
、

今
回
の
寄
附
金
の
意
義
を
改

め
て
実
感
し
た
と
し
て
、
引

き
続
き
寄
附
を
呼
び
掛
け
て

い
く
意
向
を
表
明
す
る
と
と

も
に
、
日
本
製
薬
工
業
協
会
、

日
本
製
薬
団
体
連
合
会
か
ら

も
、
全
面
的
に
協
力
す
る
と

の
連
絡
を
受
け
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。

ま
た
、
ス
テ
ン
ス
ミ
レ
ン

世
界
医
師
会
長
が
ビ
デ
オ
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
通
じ
て
、
世
界

の
医
療
界
に
支
援
を
呼
び
掛

け
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、

「
日
本
医
師
会
に
よ
る
医
療

支
援
が
世
界
医
師
会
の
枠
組

み
を
通
じ
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国

民
に
確
実
に
届
き
、
一
人
で

も
多
く
の
命
が
救
わ
れ
る
こ

と
を
心
か
ら
強
く
望
む
」
と

述
べ
た
。

十
分
に
確
保
す
る
道
筋
を
付

け
た
上
で
、
３
回
目
接
種
と

の
間
隔
な
ど
エ
ビ
デ
ン
ス
の

あ
る
デ
ー
タ
が
出
そ
ろ
っ
た

段
階
で
、
政
府
が
判
断
す
る

よ
う
求
め
た
。

中
川
会
長
は
、
こ
れ
か
ら
、

卒
業
、
入
学
、
就
職
、
花
見

と
い
っ
た
人
の
移
動
や
交
流

の
機
会
が
増
え
る
季
節
を
迎

え
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
「
無

症
状
や
症
状
が
軽
い
方
か
ら

も
感
染
は
広
が
る
の
で
、
感

染
対
策
を
徹
底
し
て
、
日
常

生
活
を
送
っ
て
頂
き
、
ま
だ

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
て
い

な
い
方
は
、
新
生
活
が
始
ま

る
前
に
接
種
を
受
け
て
欲
し

い
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、

疑
問
や
不
安
が
あ
る
場
合
に

は
、
か
か
り
つ
け
医
に
相
談

す
る
よ
う
促
し
た
。

な
お
、
日
本
耳
鼻
咽
喉
科

頭
頸
部
外
科
学
会
か
ら
の
注

意
喚
起
に
つ
い
て
は
、
３
月

９
日
の
記
者
会
見
で
橋
本
省

常
任
理
事
が
説
明
を
行
っ

た
。同

常
任
理
事
は
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
の
感
染
に
お
い
て
、
咽

頭
、
気
管
の
発ほ

っ
せ
き赤
や
腫

し
ゅ
ち
ょ
う脹
、

白は
く
た
い苔
な
ど
高
度
な
炎
症
が
見

ら
れ
る
症
例
や
、
急
性
声
門

下
喉
頭
炎
等
に
よ
り
上
気
道

狭
窄
を
呈
し
気
道
確
保
を
要

し
た
症
例
な
ど
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
と
し
、
そ
の
診
断
に

は
内
視
鏡
が
必
要
で
あ
り
、

通
常
の
診
察
で
は
分
か
ら
な

チ
ン
接
種
の
推
進
が
重
要
で

あ
る
こ
と
を
改
め
て
訴
え

た
。

感
染
状
況

18
都
道
府
県
が
対
象
と
さ

れ
て
い
る
ま
ん
延
防
止
等
重

点
措
置
は
、
３
月
21
日
に
全

面
解
除
の
見
通
し
で
あ
る

が
、
そ
れ
に
先
立
ち
、
３
月

11
日
に
開
催
さ
れ
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

分
科
会
に
お
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
解
除
の
判
断
基
準
を
緩

和
す
る
方
針
が
承
認
さ
れ
た

こ
と
に
触
れ
、
「
今
回
の
考

え
方
は
大
幅
な
方
針
転
換
で

あ
る
」
と
指
摘
。

政
府
が
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

主
体
の
第
６
波
に
お
い
て
、

コ
ロ
ナ
と
の
共
存
に
大
き
く

→
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Ｐ
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有
床
診
療
所
委
員
会
最
終
答
申

ま
と
ま
る

で
、
答
申
書
を
取
り

ま
と
め
た
。

答
申
は
、
「
は
じ

め
に
」、（
１
）
有
床

診
療
所
と
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
流
行
、
（
２
）
全

世
代
型
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
中
核

と
し
て
の
有
床
診
療

所
、
（
３
）
有
床
診

療
所
の
経
営
の
安
定

か

ら

承

継

ま

で
、

（
４
）

専

門

医

療

─
か
ら
な
っ
て
い

る
。

「
は
じ
め
に
」
で
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
「
全
国

の
有
床
診
療
所
は
発
熱
外
来

や
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
宿
泊
療

養
患
者
、
自
宅
待
機
・
自
宅

療
養
者
の
往
診
等
の
外
来
機

能
だ
け
で
な
く
、
コ
ロ
ナ
感

染
症
対
応
基
幹
病
院
の
後
方

支
援
病
床
と
し
て
入
院
機
能

を
発
揮
し
、
地
域
に
身
近
な

か
か
り
つ
け
医
と
し
て
先
導

的
な
役
割
を
果
た
し
て
き

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を
積
極

的
に
勧
奨
す
る
こ
と
が
２
０

２
１
年
11
月
に
よ
う
や
く
決

ま
り
、
２
０
２
２
年
４
月
か

ら
再
開
し
ま
し
た
。
２
０
１

３
年
４
月
に
定
期
接
種
に
な

っ
た
直
後
に
、
接
種
後
に
生

じ
た
と
い
う
多
様
な
症
状
へ

の
懸
念
か
ら
、
わ
ず
か
２
カ

月
で
積
極
的
勧
奨
が
取
り
止

め
に
な
り
８
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。こ

の
間
に
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク

チ
ン
の
有
効
性
と
安
全
性
に

つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
接
種
率
が
激
減
し
た
「
停

止
世
代
」
の
女
性
が
、
将
来
、

子
宮
頸
が
ん
の
罹
患

率
と
死
亡
率
の
上
昇

が
予
測
さ
れ
る
研
究

デ
ー
タ
も
出
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
「
停
止

世
代
」
の
女
性
へ
速
や
か
に

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
の
機

会
の
提
供
と
、
子
宮
頸
が
ん

検
診
の
受
診
勧
奨
の
強
化
を

行
う
重
要
性
・
必
要
性
の
声

が
上
が
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
２
０
２
１
年
12
月

に
、
こ
の
期
間
に
接
種
を
逃

し
た
１
９
９
７
年
度
か
ら
２

０
０
５
年
度
に
生
ま
れ
た
女

性
全
て
を
、
来
年

度
か
ら
３
年
間
無

料
接
種
の
対
象
と

す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

積
極
的
勧
奨
の
再
開
に
当

た
り
、
私
達
医
師
は
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
も
う
一

度
情
報
を
整
理
し
、
理
解
を

深
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

安
全
な
接
種
が
で
き
る
よ

う
、
接
種
を
受
け
る
女
性
に
、

現
時
点
に
お
け
る
正
確
な
情

報
を
お
伝
え
し
、
接
種
す
る

方
が
納
得
す
る
よ
う
な
丁
寧

な
説
明
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
と
の
因
果
関
係

は
不
明
だ
と
し
て
も
、
接
種

後
に
多
様
な
症
状
が
出
た
場

合
に
は
、
国
が
指
定
し
た
「
協

力
医
療
機
関
」
と
連
携
を
取

り
、
適
切
な
診
療
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
大

切
で
す
。�

（
か
ま
く
ら
）

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種

釜

敏
常
任
理
事
は
４
月

１
日
か
ら
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

の
積
極
的
勧
奨
が
再
開
さ
れ

提言項目
1．�HPVワクチン積極的勧奨再開を歓迎し、
その実施推進へ全国的に協力すること。

2．�これまでの経緯を踏まえ、その安全実施体
制と事後サポートを強化すること。

3．�この間接種出来なかった世代へのキャッチ
アップと未完了者の補完をすること。

4．�ワクチン及びその後も重要ながん検診の重
要性について啓発を強化すること。

5．�世界標準となってきている9価ワクチンを
男女とも早期に定期接種とすること。

る
こ
と
を
受
け
、
会
内
の
予

防
接
種
・
感
染
症
危
機
管
理

対
策
委
員
会
が
、
「
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
積
極
的
勧
奨
再
開

に
あ
た
っ
て
の
提
言
」
を
取

り
ま
と
め
た
こ
と
を
公
表
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
内
容
を

説
明
し
た
。

同
提
言
で
は
積
極
的
勧
奨

の
再
開
決
定
を
歓
迎
す
る
と

し
た
上
で
、
再
開
ま
で
の
８

年
の
空
白
で
、
世
界
的
な
低

下
に
反
し
て
子
宮
頸
が
ん
の

発
生
率
・
死
亡
率
が
高
ま
っ

て
い
る
わ
が
国
の
現
状
を
踏

ま
え
、
そ
の
最
大
の
予
防
手

段
で
あ
る
同
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
も
含
め

た
早
期
完
全
実
施
を
求
め
る

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯

を
踏
ま
え
た
安
全
接
種
体
制

の
確
立
と
事
後
サ
ポ
ー
ト
の

充
実
や
、
よ
り
高
い
効
果
と

対
象
の
拡
大
が
可
能
な
９
価

ワ
ク
チ
ン
へ
の
早
期
転
換
も

必
要
と
し
て
い
る
他
、
具
体

的
な
提
言
と
し
て
、
別
掲
の

５
項
目
を
挙
げ
て
い
る
。

同
常
任
理
事
は
同
提
言
に

つ
い
て
、
「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
が
国
民
に
し
っ
か

り
受
け
入
れ
ら
れ
、
幅
広
く

実
施
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
欲

し
い
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
」
と
述
べ
る
と
と
も

に
、
日
本
医
師
会
と
し
て
も
、

国
民
に
と
っ
て
ど
う
い
っ
た

対
応
が
一
番
適
切
で
、
多
く

の
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
か

と
い
う
観
点
か
ら
全
力
で
取

り
組
ん
で
き
た
こ
と
を
説
明

し
た
。

そ
の
上
で
、
こ
れ
ま
で
日

本
医
学
会
と
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
や
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
で

議
論
を
深
め
て
き
た
こ
と
や
、

各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

挙
げ
、
こ
う
し
た
積
み
重
ね

の
結
果
、
昨
年
11
月
の
厚
生

労
働
省
健
康
局
長
通
知
に
よ

っ
て
積
極
的
勧
奨
の
再
開
決

定
に
至
っ
た
と
報
告
。
今
後
、

日
本
医
師
会
が
一
番
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
、
定
期
接
種
に
直
接
携

わ
る
医
師
は
も
と
よ
り
、
接

種
に
は
携
わ
ら
な
い
医
師
も

共
に
、
接
種
を
受
け
た
後
の

患
者
も
し
く
は
相
談
者
か
ら

の
訴
え
を
し
っ
か
り
受
け
止

め
て
寄
り
添
え
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
、

そ
の
都
度
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し

て
し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
く

こ
と
に
尽
き
る
と
し
た
。

ま
た
、
８
年
の
空
白
期
間

に
接
種
機
会
を
逃
し
た
人
の

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

も
重
要
性
を
強
調
し
た
他
、

厚
労
省
で
作
成
さ
れ
て
い
る

各
種
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
最
新

の
情
報
が
盛
り
込
ま
れ
て
お

り
、
大
変
優
れ
て
い
る
と
し

て
、
そ
の
活
用
を
呼
び
掛
け

た
。更

に
同
常
任
理
事
は
今
後

に
つ
い
て
、
「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク

チ
ン
が
わ
が
国
に
お
い
て
も

安
心
し
て
接
種
し
て
も
ら
え

る
体
制
と
、
接
種
後
に
体
調

の
変
化
が
起
こ
っ
た
場
合
に

相
談
で
き
る
体
制
を
し
っ
か

り
確
立
す
る
こ
と
が
日
本
医

師
会
と
し
て
の
責
務
だ
と
思

っ
て
い
る
」
と
述
べ
、
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
い
く
姿
勢

を
示
し
た
。

た
」
と
指
摘
。
平
時
・
有
事

を
問
わ
ず
、
か
か
り
つ
け
医

と
し
て
の
身
近
な
病
床
を
活

用
し
、
患
者
中
心
の
医
療
の

実
現
を
目
指
す
こ
と
が
重
要

と
述
べ
て
い
る
。

（
１
）
で
は
、
ま
ず
、
有

床
診
療
所
は
24
時
間
の
診
療

体
制
を
敷
き
、
コ
ロ
ナ
禍
に

あ
っ
て
は
、
発
熱
外
来
や
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
等
の
診
療
対
応
を

行
う
と
と
も
に
、
在
宅
療
養

者
に
対
し
て
も
往
診
等
で
24

時
間
対
応
し
て
い
る
こ
と
を

報
告
し
た
上
で
、
特
に
ワ
ク

チ
ン
接
種
で
大
き
な
力
を
発

揮
し
た
こ
と
に
言
及
。
２
０

２
１
年
９
月
に
発
表
さ
れ
た

日
医
総
研
の
ワ
ー
キ
ン
グ
ペ

ー
パ
ー
に
よ
る
と
、
個
別
接

種
は
全
体
の
７
割
の
有
床
診

療
所
で
実
施
さ
れ
、
う
ち
内

科
系
施
設
で
は
９
割
が
院
内

と
在
宅
で
実
施
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
紹
介
し
た
上
で
、
集

団
接
種
や
職
域
接
種
に
つ
い

て
は
、
有
床
診
療
所
の
特
性

を
生
か
し
て
対
応
し
、
日
本

全
体
の
コ
ロ
ナ
禍
対
応
の
中

で
果
た
し
て
い
る
有
床
診
療

所
の
役
割
は
十
分
に
評
価
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
と
強
調
し

て
い
る
。

更
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
つ
い

て
は
、
主
治
医
同
席
の
下
、

他
の
医
療
機
関
の
医
師
が
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
を
行
う
〝D�

to�P�with�D

〟
に
関
し
て
、

有
床
診
療
所
に
入
院
中
の
患

者
を
他
科
受
診
さ
せ
た
い
場

合
で
の
活
用
が
考
え
ら
れ
る

と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

（
２
）
で
は
、
全
世
代
型

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

中
核
と
し
て
の
有
床
診
療
所

に
つ
い
て
触
れ
、
有
床
診
療

所
が
医
療
と
介
護
を
カ
バ
ー

し
、
ま
た
、
多
職
種
の
パ
イ

プ
役
と
し
て
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
中
核
と
な
り

得
る
と
強
調
。

更
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に

よ
り
、
有
床
診
療
所
の
空
床

情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
発

信
す
る
こ
と
に
よ
る
病
診
連

携
、
診
診
連
携
の
推
進
等
に

つ
い
て
も
明
示
さ
れ
て
い

る
。（３

）
で
は
、
有
床
診
療

所
の
経
営
の
安
定
か
ら
事
業

承
継
に
つ
い
て
触
れ
、
経
営

問
題
、
人
材
確
保
面
と
経
費

削
減
、
税
制
、
新
た
な
施
設

体
系
の
議
論
等
に
関
し
て
記

さ
れ
て
い
る
他
、（
４
）で
は
、

専
門
医
療
と
し
て
眼
科
、
産

科
に
お
け
る
働
き
方
改
革
及

び
整
形
外
科
の
現
状
分
析
を

基
に
、
そ
の
改
善
策
に
つ
い

て
触
れ
て
い
る
。

会
見
で
最
終
答
申
の
内
容

を
説
明
し
た
神
村
常
任
理
事

は
、
有
床
診
療
所
は
外
来
機

能
以
外
に
さ
ま
ざ
ま
な
可
能

性
の
あ
る
施
設
形
態
で
あ
る

と
し
た
上
で
、
施
設
規
模
や

従
業
員
数
も
比
較
的
大
き
い

有
床
診
療
所
に
よ
る
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
お
け
る
活
躍
を
例

に
挙
げ
、
全
国
的
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と

を
改
め
て
強
調
。
「
今
回
の

答
申
の
内
容
・
要
望
に
沿

い
、日
本
医
師
会
と
し
て
も
、

地
域
に
寄
り
添
っ
て
活
動
し

て
い
る
有
床
診
療
所
に
対

し
、
引
き
続
き
支
援
を
行
っ

て
い
き
た
い
」
と
の
意
向
を

示
し
た
。

神
村
裕
子
常
任
理
事
は
３

月
15
日
に
、
有
床
診
療
所
委

員
会
の
齋
藤
義
郎
委
員
長

（
徳
島
県
医
師
会
長
）
か
ら

中
川
俊
男
会
長
に
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
答
申
が
な
さ
れ
た

（
写
真
）
こ
と
を
報
告
し
た
。

本
委
員
会
は
、
会
長
諮
問

「
地
域
医
療
提
供
体
制
を
支

え
る
有
床
診
療
所
の
あ
り
方

に
つ
い
て
」
を
受
け
、
７
回

に
わ
た
り
議
論
を
重
ね
た
上

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／ 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）

医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１

感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー（
業
務
推
進
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
）・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 
03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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私
の
物
持
ち
の
良
さ
は
、

驚
き
の
域
を
超
え
て
、
呆
れ

の
域
に
達
し
て
い
る
と
よ
く

言
わ
れ
る
。
今
年
の
夏
も
、

私
が
大
学
に
合
格
し
て
一
人

暮
ら
し
を
始
め
た
１
９
７
８

年
に
、
親
か
ら
の
仕
送
り
で

購
入
し
た
扇
風
機
の
お
世
話

に
な
っ
た
。
妻
か
ら
は
、
い

つ
モ
ー
タ
ー
か
ら
火
を
噴
く

か
分
か
ら
な
い
の
で
、
使
用

禁
止
の
詔

み
こ
と
の
り

が
下
っ
て
い
る

が
、
一
本
一
本
溶
接
で
作
ら

れ
た
羽
根
の
金
属
ガ
ー
ド
も

さ
び
て
お
ら
ず
、
働
き
盛
り

の
現
役
選
手
で
あ
る
。

わ
が
家
に
は
、
季
節
品
は

時
期
が
終
わ
る
と
、
奇
麗
に

掃
除
を
し
て
箱
に
収
め
て
保

管
す
る
習
慣
が
あ
る
。
こ
の

仕
事
は
父
の
担
当
で
、
子
ど

も
の
頃
か
ら
私
は
そ
の
作
業

を
手
伝
っ
て
き
た
。

扇
風
機
も
ス
ト
ー
ブ
も
、

季
節
が
終
わ
る
と
、
奇
麗
に

拭
か
れ
て
、
機
械
油
を
付
け

て
元
の
箱
に
収
納
さ
れ
た
。

雛
人
形
に
至
っ
て
は
、
人
形

の
毛
に
虫
が
付
く
と
い
け
な

い
と
、
一
体
一
体
人
形
の
頭

に
樟

し
ょ
う
の
う脳

（
ナ
フ
タ
レ
ン
の
代

わ
り
に
使
用
さ
れ
る
防
虫

剤
）
を
付
け
、
和
紙
で
頭ず

き

ん巾

を
作
り
、
上
半
身
に
被
せ
て

収
納
さ
れ
た
。

あ
る
年
の
こ
と
、
片
付
け

を
手
伝
っ
て
い
た
小
学
生
の

私
に
父
が
、
「
こ
う
し
て
今

年
も
片
付
け
ら
れ
た
こ
と
に

感
謝
し
て
、
来
年
も
よ
ろ
し

く
と
お
願
い
し
て
物
置
に
し

ま
う
ん
だ
」
と
言
っ
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
物
を
大
切
に
す

る
心
と
、
日
々
の
変
化
の
無

い
毎
日
に
感
謝
を
す
る
気
持

ち
を
教
え
ら
れ
た
。

現
代
は
い
ろ
い
ろ
な
面
で

刺
激
が
多
く
、
音
で
も
色
で

も
行
動
で
も
、
変
化
に
富
ん

だ
時
代
で
あ
る
。
一
日
何
の

刺
激
も
無
い
と
、
つ
ま
ら
な

い
と
感
じ
る
人
が
多
く
な
っ

た
よ
う
な
気
が
す
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行

は
、
人
々
に
つ
ま
ら
な
い
生

活
を
強
い
る
こ
と
と
な
っ
た

が
、
自
由
に
好
き
な
こ
と
が

で
き
る
私
た
ち
の
生
活
に
、

一
つ
の
忠
言
を
与
え
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

何
も
変
わ
ら
ず
過
ご
せ
た

こ
と
、
何
も
無
か
っ
た
こ
と

に
感
謝
を
す
る
人
が
少
な
く

な
っ
た
よ
う
に
思
う
。
何
も

無
く
過
ご
せ
る
と
い
う
こ
と

が
、
い
か
に
脆も

ろ

く
崩
れ
や
す

い
も
の
で
あ
る
か
、
ま
た
多

く
の
人
の
努
力
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
る
か
を
忘
れ
な

い
で
、
一
年
一
年
を
過
ご
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
で
診
療
所
の
先

生
、
職
員
共
に
て
ん
て
こ
舞

い
の
今
日
こ
の
頃
で
す
。
私

の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
ワ
ク

チ
ン
専
用
の
接
種
日
や
日
曜

日
の
接
種
日
を
設
け
て
対
応

し
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
に
忙

し
く
て
疲
れ
て
い
て
も
、
時

間
が
来
る
と
お
腹
が
ペ
コ
リ

ン
に
な
り
、
う
ま
い
物
を
食

べ
た
く
な
り
ま
す
。

初
夏
の
時
期
は
、
鮎
が
好

き
で
す
。
毎
年
、
こ
の
時
期

に
富
山
県
の
庄
川
の
鮎
を
食

べ
に
出
掛
け
ま
す
。
焼
き
た

て
の
熱
々
の
鮎
は
ビ
ー
ル
に

よ
く
合
い
ま
す
。
鮎
は
塩
焼

き
が
一
番
で
す
。
旬
な
も
の

は
あ
ま
り
手
を
加
え
な
く
て

も
お
い
し
く
頂
け
ま
す
。

福
井
県
の
山
間
に
あ
る
曹

洞
宗
大
本
山
永
平
寺
で
は
、

食
べ
る
こ
と
も
大
事
な
修
行

だ
そ
う
で
す
。
食
事
と
は
、

自
然
界
の
命
を
頂
き
己
命
の

も
と
と
す
る
こ
と
で
、
食
事

を
司

つ
か
さ
ど

る
こ
と
は
、
座
禅
や
読

経
と
同
様
の
修
行
で
あ
る
と

位
置
付
け
て
い
る
そ
う
で

す
。
開
祖
道
元
禅
師
は
、
食

事
が
整
う
と
生
活
が
整
う
と

示
さ
れ
た
と
さ
れ
ま
す
。

先
日
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
で
、

咲
き
誇
る
桜
・
散
り
ゆ
く
桜

を
見
な
が
ら
お
弁
当
を
食
べ

て
い
る
ご
夫
婦
が
映
っ
て
い

ま
し
た
。
よ
く
見
る
と
、
少

し
前
に
病
で
仕
事
を
お
辞
め

に
な
っ
た
恩
師
で
し
た
。
現

役
時
代
は
メ
シ
な
ん
か
よ
り

仕
事
だ
…
…
と
い
う
感
じ
で

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
働
い
て

い
た
先
生
で
し
た
が
、
画
面

の
中
で
は
、
穏
や
か
に
、
し
み

じ
み
と
奥
様
と
２
人
、
散
り

ゆ
く
桜
を
自
分
の
余
命
と
重

ね
な
が
ら
、
お
い
し
そ
う
に

お
弁
当
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。

今
の
私
は
明
日
を
生
き
る

た
め
、
仕
事
を
す
る
た
め
に
、

も
り
も
り
メ
シ
を
食
べ
ま

す
。
服
に
は
こ
だ
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
食
べ
も
の
は

地
物
産
に
こ
だ
わ
り
ま
す
。

自
分
は
材
料
を
好
き
な
だ
け

買
っ
て
き
て
、
献
立
を
考
え

ま
す
が
、
全
く
作
り
ま
せ
ん
。

正
確
に
は
作
れ
ま
せ
ん
。
も

し
、
女
房
が
死
ん
だ
ら
、
数

日
以
内
に
ミ
イ
ラ
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
今
は
元
気
で

す
が
、
あ
と
何
十
年
か
す
る

と
よ
ぼ
よ
ぼ
に
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

人
生
の
最
後
の
食
事
は
、

豪
華
で
な
く
て
も
い
い
。
旬

な
も
の
で
な
く
て
い
い
。
普

段
か
ら
食
べ
て
い
る
自
分
の

好
き
な
も
の
を
、
普
段
ど
お

り
に
食
べ
て
、
最
後
に
ご
ち

そ
う
さ
ま
と
言
え
れ
ば
、
満

足
な
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

先
日
、
村
上
春
樹
さ
ん
の

新
作
を
読
ん
だ
。
そ
の
な
か

に
「
ウ
ィ
ズ
・
ザ
・
ビ
ー
ト

ル
ズ
」
と
い
う
一
編
が
あ
っ

た
。
高
校
時
代
の
甘
酸
っ
ぱ

い
、
そ
し
て
不
思
議
な
話
で

あ
る
。
彼
の
前
を
通
り
過
ぎ

た
女
子
が
胸
に
抱
え
て
い
た

レ
コ
ー
ド
は
、
ビ
ー
ト
ル
ズ

の
「
ウ
ィ
ズ
・
ザ
・
ビ
ー
ト

ル
ズ
」
で
あ
っ
た
。
彼
は
そ

の
彼
女
と
二
度
と
巡
り
合
う

こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
だ
幻

想
化
さ
れ
た
彼
女
と
レ
コ
ー

ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
記
憶
が
鮮

明
に
残
っ
た
。

私
に
も
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
思

い
出
は
あ
る
。
が
、
残
念
な

が
ら
甘
く
も
酸
っ
ぱ
く
も
な

い
も
の
で
あ
る
。
幼
少
の
頃
、

ク
リ
ス
マ
ス
の
時
期
、
古
町

の
百
貨
店
に
連
れ
て
行
っ
て

も
ら
っ
た
時
、
町
に
流
れ
て

い
た
曲
が
「
レ
ッ
ト
・
イ
ッ

ト
・
ビ
ー
」
だ
っ
た
。
当
然

そ
れ
が
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
曲
だ

と
知
る
由
も
な
か
っ
た
。
で

も
そ
の
曲
は
し
ば
ら
く
私
の

耳
に
残
っ
た
。

小
学
校
時
代
は
テ
レ
ビ
で

流
れ
る
当
時
の
ア
イ
ド
ル
の

曲
に
ハ
マ
っ
て
い
た
。
そ
の

頃
、
日
曜
午
後
に
「
Ｔ
Ｖ
ジ

ョ
ッ
キ
ー
日
曜
大
行
進
」
と

い
う
番
組
を
や
っ
て
い
た
。

番
組
の
内
容
な
ど
は
ほ
ぼ
記

憶
し
て
い
な
い
が
、
合
間
の

Ｃ
Ｍ
が
印
象
に
残
っ
て
い

る
。
エ
ド
ウ
ィ
ン
の
Ｃ
Ｍ
で
、

下
着
の
女
性
が
ジ
ー
ン
ズ
を

は
く
シ
ー
ン
で
あ
っ
た
。
そ

の
バ
ッ
ク
で
「
シ
ー
・
ラ
ブ

ズ
・
ユ
ー
」
が
流
れ
て
い
た
。

映
像
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

や
は
り
「She�

loves�
you�

Yeah�Yeah�Yeah

」
の
歌
い

出
し
に
、
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
激
し
い
衝
撃
を
受
け

た
。
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
は
、

日
曜
午
後
の
テ
レ
ビ
を
独
占

し
た
。

あ
る
日
、
同
級
生
の
Ｓ
君

と
一
緒
に
テ
レ
ビ
を
見
て
い

る
と
、
予
定
ど
お
り
Ｃ
Ｍ
が

始
ま
っ
た
。
「
こ
の
曲
す
ご

い
よ
ね
」
と
い
っ
た
感
じ
で

彼
に
話
し
掛
け
た
。彼
は「
こ

れ
ビ
ー
ト
ル
ズ
っ
て
い
う
グ

ル
ー
プ
の
曲
だ
よ
」
と
教
え

て
く
れ
た
。
彼
は
お
姉
さ
ん

の
影
響
で
既
に
多
少
の
外
国

の
曲
を
聴
く
よ
う
に
な
っ
て

い
た
。
「
レ
コ
ー
ド
持
っ
て

い
る
？
」
と
聞
く
が
「
無
い
」

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ち
ょ

う
ど
そ
の
頃
ま
だ
使
っ
て
い

な
い
お
年
玉
が
結
構
あ
っ
た

の
だ
と
思
う
。
私
は
す
ぐ
に

レ
コ
ー
ド
店
に
行
き
「
ビ
ー

ト
ル
ズ
」
の
レ
コ
ー
ド
を
希

望
し
た
。
私
と
し
て
は
「
シ

ー
・
ラ
ブ
ズ
・
ユ
ー
」
が
聴

け
れ
ば
良
か
っ
た
。し
か
し
、

そ
の
時
薦
め
ら
れ
た
の
が
、

通
称
「
赤
盤
」
と
い
う
２
枚

組
の
ア
ル
バ
ム
で
あ
っ
た
。

私
の
家
に
は
父
の
ポ
ー
タ

ブ
ル
ス
テ
レ
オ
が
あ
っ
た
。

私
は
「
シ
ー
・
ラ
ブ
ズ
・
ユ

ー
」
だ
け
聴
き
た
か
っ
た
の

だ
が
、
Ｃ
Ｄ
と
違
っ
て
途
中

か
ら
う
ま
く
再
生
す
る
な
ど

と
い
う
技
は
な
く
、
Ａ
面
一

曲
目
か
ら
聴
く
こ
と
に
な
っ

た
。
私
は
慎
重
に
針
を
置
い

た
。「
ラ
ブ
・
ミ
ー
・
ド
ゥ
」。

衝
撃
的
で
あ
っ
た
。更
に「
プ

リ
ー
ズ
・
プ
リ
ー
ズ
・
ミ
ー
」

「
フ
ロ
ム
・
ミ
ー
・
ト
ゥ
・

ユ
ー
」
と
来
た
。
全
て
が
初

体
験
で
、
激
し
い
興
奮
を
覚

え
た
。
そ
し
て
「
シ
ー
・
ラ

ブ
ズ
・
ユ
ー
」
で
あ
っ
た
。

も
う
こ
の
日
か
ら
私
に
と
っ

て
、
洋
楽
、
い
や
音
楽
＝
ビ

ー
ト
ル
ズ
に
な
っ
た
。

Ｓ
君
は
毎
日
の
よ
う
に
わ

が
家
に
来
た
。
そ
し
て
、
Ｉ

君
も
。
Ｉ
君
に
も
お
姉
さ
ん

が
い
た
影
響
で
洋
楽
を
少
し

か
じ
り
か
け
て
い
た
。
彼
の

人
生
は
こ
の
日
に
変
わ
っ

た
。更

に
Ｉ
君
が
ビ
ー
ト
ル
ズ

の
後
期
の
名
曲
を
集
め
た
青

盤
も
あ
る
こ
と
を
教
え
て
く

れ
た
。
私
は
お
年
玉
の
他
の

用
途
な
ど
お
構
い
な
く
青
盤

を
購
入
し
た
。
一
曲
目
「
ス

ト
ロ
ベ
リ
ー
・
フ
ィ
ー
ル

ズ
・
フ
ォ
ー
エ
バ
ー
」
は
赤

盤
の
曲
と
は
明
ら
か
に
違
っ

た
。
そ
こ
か
ら
続
く
全
て
の

曲
に
心
が
躍
っ
た
。
青
盤
の

２
枚
目
Ｂ
面
、
「
ヒ
ア
・
カ

ム
ズ
・
ザ
・
サ
ン
」
か
ら
「
オ

ク
ト
パ
ス
・
ガ
ー
デ
ン
」
ま

で
言
葉
も
忘
れ
て
聴
い
た
。

そ
し
て
一
瞬
の
静
寂
の
後
、

あ
の
曲
が
始
ま
る
。
私
が
幼

少
期
に
古
町
で
聴
い
た
あ
の

曲
で
あ
っ
た
。
私
の
ビ
ー
ト

ル
ズ
の
原
点
に
こ
こ
で
出
会

う
こ
と
に
な
っ
た
。

私
達
３
人
は
そ
の
後
、

各
々
で
レ
コ
ー
ド
を
買
っ
て

貸
し
合
っ
た
。
カ
セ
ッ
ト
テ

ー
プ
が
机
の
上
に
増
え
て
い

っ
た
。
自
身
で
編
集
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
ア
ル
バ
ム
を
作
成

し
た
。
そ
の
後
Ｆ
Ｍ
で
他
の

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
音
楽
も

チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う
に
な

り
、
大
学
に
入
っ
た
頃
に
は

ビ
ー
ト
ル
ズ
は
ほ
と
ん
ど
聴

く
こ
と
は
な
く
、
全
盛
期
の

Ｍ
Ｔ
Ｖ
で
流
れ
る
ポ
ッ
プ
な

洋
楽
を
見
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
。
机
の
上
に
散
ら
か
っ

て
い
た
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は

消
え
、
Ｃ
Ｄ
そ
し
て
Ｍ
Ｄ
と

変
わ
っ
た
。
仕
事
が
忙
し
く

な
る
と
音
楽
を
聴
く
時
間
も

忘
れ
た
。

数
年
前
Ｉ
君
と
再
会
し

た
。
Ｉ
君
は
プ
ロ
で
は
な
い

が
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
し

て
東
京
や
長
岡
で
ラ
イ
ブ
を

こ
な
し
て
い
た
。
バ
ー
で
飲

ん
で
い
る
と
、
彼
の
音
楽
人

生
を
変
え
た
の
が
、
わ
が
家

で
聴
い
た
ビ
ー
ト
ル
ズ
だ
っ

た
と
知
っ
た
。
私
は
久
し
ぶ

り
に
ビ
ー
ト
ル
ズ
を
聴
き
た

く
な
り
Ｃ
Ｄ
を
買
い
あ
さ
っ

た
。
懐
か
し
い
曲
を
一
曲
ず

つ
嚙
み
締
め
た
。
し
か
し
、

レ
コ
ー
ド
で
聴
い
た
時
ほ
ど

の
感
動
が
無
か
っ
た
。
針
を

置
く
煩
わ
し
さ
、
時
に
針
が

飛
ぶ
こ
と
も
Ｃ
Ｄ
で
は
な
い

が
、
何
か
物
足
り
な
い
感
じ

だ
っ
た
。

最
近
ア
ナ
ロ
グ
ブ
ー
ム
で

レ
コ
ー
ド
が
復
刻
し
て
い
る

と
聞
い
た
。
衝
動
買
い
を
す

る
と
家
内
か
ら
白
い
目
で
見

ら
れ
そ
う
だ
が
、
今
そ
の
日

を
ひ
そ
か
な
楽
し
み
に
し
て

い
る
。�

（
一
部
省
略
）
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Let It B
e

江
部　

佑
輔

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／ 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）

医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１

感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー（
業
務
推
進
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
）・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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令和3年度（第55回）臨床検査精度管理調査報告会

臨床検査機関の精度管理向上を目指して

日
本
医
師
・
従
業
員
支
部 
案
内

基
金
掛
金
の
１
年
前
納
に
つ
い
て

 

～
国
民
年
金
保
険
料
と
合
算
の
方
の

引
き
落
と
し
日
は
５
月
２
日
で
す
～

令
和
４
年
度
分
の
基
金
掛

金
を
国
民
年
金
保
険
料
と
合

算
し
て
１
年
分
前
納
さ
れ
て

い
る
加
入
者
の
方
に
つ
い
て

は
、
５
月
２
日
に
ご
指
定
の

金
融
機
関
口
座
よ
り
、
基
金

掛
金
及
び
国
民
年
金
保
険
料

の
引
き
落
と
し
が
行
わ
れ
ま

す
。引

き
落
と
し
と
な
る
金
額

に
つ
い
て
は
、
事
前
に
「
引

落
案
内
通
知
書
」
に
て
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。
残
高
不

足
等
で
引
き
落
と
し
が
で
き

な
か
っ
た
場
合
、
本
年
度
分

の
掛
金
納
付
は
自
動
的
に
毎

月
払
い
の
引
き
落
と
し
に
変

更
と
な
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
前
納
に
よ
る

割
引
制
度
の
適
用
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
お
引
き
落
と
し
口
座

の
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。ま

た
、
国
民
年
金
保
険
料

と
合
算
せ
ず
に
基
金
掛
金
の

み
を
前
納
と
さ
れ
て
い
る
方

に
つ
い
て
は
、
改
め
て
ご
案

内
し
ま
す
が
、
今
年
は
６
月

１
日
が
引
き
落
と
し
予
定
日

と
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
基
金
は
、
不
確

実
な
将
来
へ
の
備
え
と
し

て
、
国
民
年
金
に
上
乗
せ
を

行
う
「
公
的
な
年
金
制
度
」

で
あ
り
、
掛
金
の
１
年
前
納

に
よ
る
割
引
制
度
の
他
、
掛

金
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
る
な
ど
、
優
れ

た
税
制
上
の
優
遇
措
置
も
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

未
加
入
の
方
は
、
国
民
年

金
基
金
へ
の
加
入
を
ご
検
討

願
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
基
金
事
務

局
（

０
１
２
０
─

７
０
０

６
５
０
）
ま
で
。

第
55
回
臨
床
検
査
精
度
管

理
調
査
報
告
会
の
動
画
収
録

が
３
月
11
日
、
日
本
医
師
会

館
小
講
堂
で
行
わ
れ
た
。

本
報
告
会
は
、
従
来
、
参

加
施
設
が
一
堂
に
会
し
て
行

わ
れ
て
き
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

状
況
を
踏
ま
え
、
前
年
度
に

引
き
続
き
、
動
画
の
配
信
等

で
対
応
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

当
日
は
、
３
２
１
５
施
設

が
参
加
し
た
第
55
回
臨
床
検

査
精
度
管
理
調
査
に
関
す

る
、
（
１
）
臨
床
化
学
一
般

検
査
、
（
２
）
臨
床
化
学
一

般
・
糖
代
謝
・
尿
検
査
、（
３
）

臨
床
化
学
一
般
検
査
、
（
４
）

酵
素
検
査
、（
５
）
脂
質
検
査
、

（
６
）
甲
状
腺
マ
ー
カ
ー
・

感
染
症
マ
ー
カ
ー
・
リ
ウ
マ

ト
イ
ド
因
子
、
（
７
）
腫
瘍

マ
ー
カ
ー
、
（
８
）
血
液
学

的
検
査
、
（
９
）
測
定
装
置

利
用
の
動
向
、
（
10
）
総
括

─
に
つ
い
て
、
日
本
医
師

会
臨
床
検
査
精
度
管
理
検
討

委
員
会
委
員
に
よ
る
講
評
が

行
わ
れ
た
。

総
括
で
は
、
高
木
康
委
員

長
（
写
真
）
が
集
計
作
業
上

の
問
題
点
と
し
て
、
試
料
検

査
項
目
の
誤
記
入
が
見
ら
れ

た
こ
と
を
報
告
。
各
検
査
室

に
対
し
て
、
「
誤
記
入
を
防

ぐ
た
め
に
も
、
自
施
設
の
測

定
試
薬
の
メ
ー
カ
ー
名
、
測

定
原
理
、
基
質
、
緩
衝
液
、

標
準
物
質
を
知
っ
て
お
い
て

欲
し
い
」
と
要
望
し
た
。

ま
た
、
今
回

の
結
果
に
つ
い

て
は
、（
１
）
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ

ィ
確
認
は
90
・

２

～

95
・

２

（
92
・
４
±
１
・

３
）
％
の
施
設

で
実
施
さ
れ
て

お
り
、
年
々
増

加
し
て
い
る
、

（
２
）
臨
床
化

学
一
般
項
目
、

酵
素
項
目
で
は

結
果
の
バ
ラ
ツ

キ
が
小
さ
く
、

施
設
間
互
換
性

が
確
保
で
き
て

い
る
状
態
と
考

え
る
、（
３
）
酵
素
項
目
は
Ｊ

Ｓ
Ｃ
Ｃ
勧
告
法
、
日
本
・
常

用
酵
素
標
準
物
質
（
Ｊ
Ｃ
・

Ｅ
Ｒ
Ｍ
）
の
普
及
で
収
束
が

進
ん
で
い
る
、
（
４
）
腫
瘍

マ
ー
カ
ー
の
ば
ら
つ
き
は
改

善
さ
れ
て
お
ら
ず
、
装
置
・

試
薬
間
の
差
が
大
き
い
、

（
５
）
血
球
検
査
（
Ｃ
Ｂ
Ｃ
）

は
ほ
ぼ
満
足
で
き
る
収
束
で

あ
っ
た
、
（
６
）
プ
ロ
ト
ロ

ン
ビ
ン
時
間
国
際
標
準
比

（
Ｐ
Ｔ
─

Ｉ
Ｎ
Ｒ
）
は
治
療
上

重
要
な
指
標
で
あ
り
、
全
体

評
価
が
可
能
な
改
善
が
必

要
、
（
７
）
免
疫
学
的
測
定

法
は
試
薬
・
装
置
間
差
が
大

き
く
、
今
後
の
改
善
が
必
要

─
な
ど
を
説
明
。

今
後
は
、
同
一
施
設
内
の

複
数
機
器
・
試
薬
（
緊
急
検

査
用
や
装
置
）
に
対
す
る
調

査
の
実
施
も
検
討
し
て
い
き

た
い
と
し
た
。

そ
の
上
で
、
高
木
委
員
長

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、

臨
床
検
査
の
重
要
性
と
同
時

に
、
精
度
管
理
の
重
要
性
が

国
民
に
認
識
さ
れ
た
と
指

摘
。
国
民
の
健
康
増
進
の
た

め
に
は
、
適
切
に
精
度
管
理

さ
れ
た
精
確
な
検
査
結
果
を

国
民
に
返
却
す
る
必
要
が
あ

る
と
し
、
「
今
後
も
わ
が
国

の
臨
床
検
査
機
関
の
精
度
管

理
の
向
上
の
た
め
に
、
日
本

医
師
会
臨
床
検
査
精
度
管
理

検
討
委
員
会
は
活
動
を
続
け

て
い
く
」
と
の
決
意
を
示
し

た
。な

お
、
今
回
収
録
し
た
動

画
は
調
査
に
参
加
し
た
施
設

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
４
月

５
日
よ
り
日
本
医
師
会
臨
床

検
査
報
告
管
理
調
査
の
専
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。



（7）第1454号 日 医 ニ ュ ー ス 〔第3種郵便物認可〕令和4年4月5日

「
生
命
を
見
つ
め
る
フ
ォ

ト
＆
エ
ッ
セ
ー
」
は
、
平
成

29
年
度
か
ら
始
め
、
現
在
は

日
本
医
師
会
と
読
売
新
聞
社

の
主
催
、
厚
生
労
働
省
、
文

部
科
学
省
の
後
援
、
東
京
海

上
日
動
火
災
保
険
株
式
会

社
、
東
京
海
上
日
動
あ
ん
し

ん
生
命
保
険
会
社
の
協
賛
に

よ
り
実
施
し
て
い
る
コ
ン
テ

ス
ト
で
、
令
和
３
年
度
は
５

回
目
を
実
施
し
た
。

令
和
３
年
５
月
13
日
に
読

売
新
聞
の
社
告
を
も
っ
て
募

集
を
開
始
し
、
10
月
６
日
に

締
め
切
っ
た
結
果
、
「
フ
ォ

ト
部
門
」
は
「
一
般
の
部
」

２
４
２
８
点
、
「
小
中
高
生

「『わたし』の肯定」
小
こ ま つ ざ き

松﨑　有
ゆ み

美　埼玉県・37歳 ※年齢は応募時点

エッセー部門 一般の部　日本医師会賞

の
部
」
８
０
６
点
の
合
計
３

２
３
４
点
、
「
エ
ッ
セ
ー
部

門
」
は
「
一
般
の
部
」
７
７

０
編
、
「
中
高
生
の
部
」
１

０
２
２
編
、
「
小
学
生
の
部
」

65
編
の
合
計
１
８
５
７
編
の

応
募
が
あ
っ
た
。

審
査
に
つ
い
て
は
、
「
フ

ォ
ト
部
門
」
は
第
一
次
・
最

終
審
査
を
経
て
、
「
一
般
の

部
」
で
は
、
厚
生
労
働
大
臣

賞
、
日
本
医
師
会
賞
、
読
売

新
聞
社
賞
、
審
査
員
特
別
賞

（
３
点
）
の
他
、
入
選
２
点
を
、

「
小
中
高
生
の
部
」
で
は
、

文
部
科
学
大
臣
賞
、
優
秀
賞

３
点
を
、
「
エ
ッ
セ
ー
部
門
」

は
第
一
次
・
第
二
次
・
最
終

審
査
を
経
て
、
「
一
般
の
部
」

で
は
、
厚
生
労
働
大
臣
賞
、

日
本
医
師
会
賞
、
読
売
新
聞

社
賞
、
審
査
員
特
別
賞
（
２

編
）
の
他
、
入
選
４
編
、「
中

高
生
の
部
」
で
は
、
文
部
科

兄
が
い
な
け
れ
ば
。
兄
が

病
気
に
な
ん
か
な
ら
な
け
れ

ば
。
兄
が
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ

ー
と
診
断
さ
れ
て
30
年
。
私

は
幾
度
も
そ
う
思
っ
て
生
き

て
き
た
。

こ
の
病
気
は
現
在
に
至
っ

て
も
、
治
療
方
法
、
薬
の
開

発
に
至
ら
ず
、
不
治
の
病
と

さ
れ
る
。
案
の
定
、
兄
は
10

歳
で
歩
け
な
く
な
り
、
20
歳

で
寝
た
き
り
に
。
６
年
前
に

は
人
工
呼
吸
器
を
つ
け
、
翌

よ
。
」

「
体
を
拭
き
ま
す
よ
。」

母
や
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の
声

が
す
る
度
、
兄
ば
か
り
可か

わ

い愛

が
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
嫉し

っ

と妬

し
た
。
昔
か
ら
そ
う
だ
。
病

気
だ
か
ら
仕
方
な
い
。
そ
う

思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
や
っ

ぱ
り
、
悔
し
か
っ
た
。

た
だ
兄
も
紆う

よ余
曲
折
を
経

て
こ
こ
ま
で
や
っ
て
来
た
。

完
全
に
歩
け
な
く
な
る
と
大

好
き
だ
っ
た
サ
ッ
カ
ー
を
や

め
、
呼
吸
器
を
強
く
す
る
た

め
に
吹
奏
楽
部
に
入
っ
た
。

「
な
ん
で
こ
ん
な
身
体
に
生

ん
だ
ん
だ
よ
。」
と
母
に
言

っ
た
の
は
後
に
も
先
に
も
一

度
し
か
な
い
。
そ
れ
は
吹
奏

楽
の
強
い
高
校
へ
の
入
学
を

拒
否
さ
れ
た
時
だ
っ
た
。
病

気
の
向
こ
う
に
立
ち
は
だ
か

る
、
社
会
の
ハ
ー
ド
ル
は
思

っ
た
以
上
に
高
く
、
進
む
べ

き
足
を
も
ぎ
取
ら
れ
る
よ
う

だ
っ
た
。

「
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の

患
者
さ
ん
は
治
療
法
も
な
い

ん
だ
か
ら
、
そ
ん
な
に
頻
繁

に
来
な
く
て
も
い
い
よ
。」

と
、
大
学
病
院
で
言
わ
れ
た

と
き
は
皆
で
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
た
。

だ
が
兄
は
人
工
呼
吸
器
を

つ
け
て
か
ら
も
新
幹
線
に
乗

っ
て
「
絢
香
」
の
コ
ン
サ
ー

ト
に
行
っ
た
り
、
飛
行
機
で

北
海
道
旅
行
も
し
た
。
自
分

で
介
助
者
を
つ
け
、
車
椅
子

の
寸
法
な
ど
も
窓
口
に
伝
え

て
座
席
を
確
保
し
た
。
ま
る

で
自
分
の
存
在
を
社
会
に
認

め
さ
せ
る
か
の
よ
う
に
。

だ
が
今
は
も
う
叶か

な

わ
な

い
。
一
日
中
ベ
ッ
ド
に
横
た

わ
り
、
死
を
待
つ
よ
う
な
状

態
だ
。
た
だ
意
識
は
は
っ
き

り
と
し
て
い
る
。
何
か
あ
れ

ば
か
ろ
う
じ
て
動
く
右
手
の

人
さ
し
指
で
コ
ー
ル
を
鳴
ら

し
、
ひ
ら
が
な
の
ボ
ー
ド
に

目
線
を
動
か
し
て
「
言
葉
」

を
発
す
る
。

先
月
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
よ

る
年
に
１
度
の
聞
き
取
り
調

査
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
兄
は

「
趣
味
や
希
望
は
あ
り
ま
す

か
。」
と
聞
か
れ
た
ら
し
い
。

何
だ
か
す
ご
く
不
謹
慎
な
質

問
。
し
か
し
兄
は
「
長
生
き

を
す
る
こ
と
。
父
が
42
歳
で

逝
っ
た
か
ら
、
僕
は
そ
の
歳と

し

を
こ
え
た
い
。」
と
言
っ
た

そ
う
だ
。
そ
れ
を
聞
い
て
目

頭
が
熱
く
な
っ
た
。
何
で
も

病
気
の
せ
い
に
し
て
き
た

が
、そ
れ
は
間
違
っ
て
い
た
。

胃
瘻
が
何
だ
。
人
工
呼
吸
器

が
何
だ
。寝
た
き
り
が
何
だ
。

生
き
る
こ
と
は
た
だ
そ
れ
だ

け
で
い
い
ん
だ
。
そ
ん
な
兄

の
心
の
声
が
聴
こ
え
た
気
が

し
た
。

人
間
は
自
ら
望
ん
で
生
ま

れ
て
き
た
の
で
は
な
く
、
自

分
の
運
命
す
ら
選
択
で
き
な

い
存
在
だ
。
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ

ィ
ー
の
患
者
た
ち
は
歩
け
な

く
な
っ
た
時
点
か
ら
、
人
生

と
は
な
ん
と
納
得
の
い
か
な

い
不
条
理
な
も
の
か
と
い
っ

た
実
感
を
抱
い
て
い
る
。
だ

か
ら
こ
そ
残
さ
れ
た
器
官

で
、
残
さ
れ
た
時
間
を
懸
命

に
生
き
る
こ
と
が
、
受
け
入

れ
が
た
い
現
実
を
受
け
入
れ

る
た
っ
た
一
つ
の
道
な
の
か

も
し
れ
な
い
。

ま
だ
ま
だ
、
い
け
る
よ
兄

貴
。

い
っ
ち
ゃ
え
よ
、
兄
貴
。

嫉
妬
や
葛
藤
を
抜
き
に
、

少
し
だ
け
や
さ
し
く
な
れ
る

自
分
が
い
た
。

今
も
日
本
に
は
約
２
万
５

千
人
の
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー

患
者
が
い
る
。
現
時
点
で
根

本
的
な
治
療
薬
は
な
い
。
病

気
と
わ
か
っ
た
日
か
ら
、
家

族
が
患
者
に
変
わ
り
、
そ
の

人
と
共
に
あ
っ
た
暮
ら
し
が

変
わ
り
、
家
族
の
人
生
が
変

わ
る
。
だ
け
ど
そ
こ
に
は
２

万
５
千
通
り
の
生
き
方
が
あ

り
、幸
せ
の
カ
タ
チ
が
あ
り
、

笑
顔
が
あ
っ
て
欲
し
い
と
思

う
。
人
生
の
価
値
を
決
め
る

も
の
は
、
他
者
で
は
な
く
、

紛
れ
も
な
い
自
分
な
の
だ
か

ら
。こ

の
秋
、
兄
は
亡
く
な
っ

た
父
の
年
齢
に
な
る
。
私
も

障
害
者
手
帳
を
申
請
し
た
。

今
は
た
だ
天
井
を
見
上
げ

る
生
活
を
、
静
か
に
、
肯
定

し
た
い
と
思
う
。

学
大
臣
賞
１
編
、
優
秀
賞
３

編
、
「
小
学
生
の
部
」
で
は
、

文
部
科
学
大
臣
賞
１
編
、
優

秀
賞
２
編
を
そ
れ
ぞ
れ
決
定

し
、
受
賞
者
を
令
和
４
年
２

月
10
日
付
の
読
売
新
聞
紙
上

で
発
表
し
た
。

表
彰
式
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
を
踏
ま
え
、
昨
年
度
に
続

い
て
中
止
と
な
っ
た
が
、
今

号
で
は
両
部
門
の
日
本
医
師

会
賞
の
受
賞
作
品
を
紹
介
す

る
。日

本
医
師
会
賞
を
含
め
受

賞
作
品
は
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
並
び
に
日
本
医
師
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
る
の
で
ぜ
ひ
、
ご
覧
頂
き

た
い
。

年
に
は
喉
頭
気
管
分
離
手

術
、胃い

ろ

う瘻
造
設
術
も
受
け
た
。

今
は
、
ほ
と
ん
ど
自
分
の
身

体
を
動
か
す
こ
と
が
で
き

ず
、
日
常
生
活
に
お
い
て
ほ

ぼ
全
介
助
が
必
要
だ
。

兄
の
病
気
を
巡
っ
て
は

様
々
な
葛か

っ
と
う藤
が
あ
っ
た
。
親

戚
た
ち
か
ら
は
世
間
体
が
悪

い
と
言
わ
れ
、
盆
暮
れ
正
月

の
帰
省
を
断
ら
れ
た
。
私
自

身
も
７
年
前
、
婚
約
者
の
ご

両
親
か
ら
「
障
害
者
が
い
る

お
家
は
ち
ょ
っ
と
。
」
と
言

わ
れ
、
結
局
破
談
に
な
っ
た
。

翌
月
に
は
う
つ
病
を
発
症

し
、
処
方
さ
れ
た
睡
眠
薬
を

30
錠
飲
ん
で
高
度
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
に
搬
送
さ
れ
た
。

２
時
間
ほ
ど
胃
の
中
を
洗
浄

す
る
処
置
を
受
け
意
識
が
戻

っ
た
時
は
、
思
わ
ず
「
た
す

か
っ
ち
ゃ
っ
た
の
か
。
」
と

言
っ
た
。
母
は
泣
き
そ
う
な

顔
を
し
て
い
た
。

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
全

て
に
対
し
て
無
気
力
に
な
っ

た
。
風
呂
も
入
ら
ず
一
日
中

ベ
ッ
ド
で
天
井
を
見
上
げ
る

よ
う
な
生
活
を
し
た
。
隣
の

部
屋
で
は
同
じ
く
兄
が
天
井

を
見
る
だ
け
の
生
活
を
し
て

い
る
。

「
オ
ム
ツ
を
か
え
ま
す

フ
ォ
ト
部
門 

一
般
の
部
　
日
本
医
師
会
賞

「
至
福
の
時
間
」

下し

も

す

が

須
賀
　
誠ま

こ
と

　
岡
山
県
・
72
歳 

※
年
齢
は
応
募
時
点

　第5回「生命を見つめるフォト＆エッセー」
の全ての受賞作品を掲載した冊子を、『日医雑
誌』5月号に同梱してお送りする予定としてい
ます。ぜひ、ご一読頂くとともに、待合室など
に置くなど、ご活用願います。
� 日本医師会広報課

日本医師会賞受賞作品紹介

お知らせ
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エ
ス
ト
ニ
ア
は
バ
ル
ト
海

に
面
し
た
人
口
１
３
０
万
人

足
ら
ず
の
小
国
で
あ
る
が
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
先
進
国
と
し
て
名
高

い
。
国
連
の
電
子
政
府
調
査

に
お
い
て
は
世
界
３
位
に
ラ

ン
キ
ン
グ
し
て
お
り
、
日
本

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は

エ
ス
ト
ニ
ア
の
個
人
識
別
コ

ー
ド
（Personal Identi-

fication 
Cord

）
を
参
考

に
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

同
国
で
は
医
療
分
野
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
お
い
て
も
日
本

と
は
違
う
形
で
進
化
を
遂
げ

て
い
る
。
例
え
ば
、
エ
ス
ト

ニ
ア
で
は
患
者
情
報
を
複
数

の
医
療
機
関
で
利
用
す
る
際

に
、
電
子
カ
ル
テ
同
士
が
接

続
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

く
、
政
府
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

基
盤
と
な
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
（
Ｘ
─

Ｒ
ｏ
ａ
ｄ
）
に
医

師
が
診
療
情
報
を
入
力
す
る

こ
と
で
、
相
互
参
照
が
可
能

と
な
る
仕
組
み
を
採
用
し
て

い
る
。
電
子
カ
ル
テ
が
進
化

し
て
い
る
と
言
う
よ
り
は
、

あ
え
て
日
本
風
に
言
う
と
す

れ
ば
レ
セ
コ
ン
が
進
化
し
た

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ

た
。エ

ス
ト
ニ
ア
で
は
結
婚
、

離
婚
、
不
動
産
売
買
以
外
の

行
政
手
続
き
は
全
て
オ
ン
ラ

イ
ン
上
で
可
能
で
あ
り
、
役

所
に
行
く
と
い
う
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
い
と
の
こ
と
。
ま

た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
も
盛
ん
で
、

小
学
校
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
の
授
業
が
あ
り
、
人
材
育

成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

ま
た
、
エ
ス
ト
ニ
ア
の
歴

史
は
中
世
に
遡

さ
か
の
ぼ

る
が
、
現
代

史
に
お
い
て
は
１
９
９
０
年

に
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
か
ら
独
立

し
た
新
興
国
と
も
言
え
る
。

２
０
１
６
年
に
エ
ス
ト
ニ

ア
を
訪
問
し
た
際
、
エ
ス
ト

ニ
ア
政
府
に
、
ど
う
し
て
Ｉ

Ｃ
Ｔ
に
こ
れ
ほ
ど
力
を
入
れ

て
い
る
の
か
と
聞
い
た
と
こ

日
医
総
研
だ
よ
り

エ
ス
ト
ニ
ア
の
電
子
政
府
と

　
　
　
　
　
　
　
　

 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争

ろ
、
以
下
の
二
つ
の
理
由
を

挙
げ
た
。

第
一
は
、
旧
ソ
連
か
ら
独

立
し
資
源
も
外
貨
も
な
い
中

で
外
貨
を
稼
ぐ
た
め
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
立
国
を
国こ

く

ぜ是
と
し
た
こ

と
。
第
二
と
し
て
は
、
万
が

一
、
ロ
シ
ア
に
再
占
領
さ
れ

て
エ
ス
ト
ニ
ア
国
民
が
全
世

界
に
散
ら
ば
っ
て
も
、
ｅ
─

エ
ス
ト
ニ
ア
国
を
成
立
さ
せ

る
た
め
、
と
。
そ
の
当
時
は
、

冷
戦
時
代
の
過
剰
反
応
だ
ろ

う
と
思
っ
て
聞
い
て
い
た
。

21
世
紀
の
現
代
に
お
い
て
、

独
立
国
を
占
領
す
る
よ
う
な

国
が
あ
る
は
ず
が
な
い
と
。

し
か
し
、
今
回
の
ロ
シ
ア

軍
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
エ

ス
ト
ニ
ア
を
始
め
と
し
た
旧

東
側
諸
国
の
ロ
シ
ア
に
対
す

る
恐
怖
心
が
分
か
っ
た
。

本
原
稿
は
２
０
２
２
年
３

月
上
旬
に
執
筆
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦

火
は
ま
す
ま
す
拡
大
し
て
い

る
。
一
刻
も
早
い
平
和
が
訪

れ
る
こ
と
を
願
う
。

（
日
医
総
研
副
所
長　

原

祐
一
）

お知らせ
日医君グッズ「付箋」を特別価格で販売

ふ せ ん

検 索詳しくは 日医君グッズ
http://www.med.or.jp/people/info/people_info/008936.html

日本医師会ホームページ
「日医君（にちいくん）」グッズ販売

　日医君グッズとして好評販売中の「付箋」（たて、
よこ）の価格〔通常価格550円（税込）〕を特別価
格〔いずれも250円（税込）〕で販売しています。
　ぜひ、この機会にお買い求め下さい。

日本医師会広報課

エストニア

ウクライナ

措置内容
財政支援措置の延長

現行の期限 対象地域 延長内容

３月末 全国

全国

全国

7月末まで

7月末まで

7月末まで

重点措置期間

重点措置期間

現行の期限

3月末

現行の期限

重点措置期間

重点措置期間

重点措置期間

対象地域

全国

対象地域

重点措置地域

重点措置地域

重点措置地域
（東京都及び政令市）

延長内容

6月末まで850点

延長内容

4月末まで
（3月21日までの重点措置対象18県）

4月末まで
（3月21日までの重点措置対象18県）

4月末まで
（3月21日までの重点措置地域の東京都及び政令市）

経過措置の延長
措置内容

重点措置地域の支援措置に関する経過措置
措置内容

外部委託する場合のPCR検査料（診療報酬点数）の
経過措置（1350点）
※感染状況等を踏まえ、4月から700点の予定

高齢者施設等の施設内療養を行う施設への
補助の拡充（最大15万円⇒ 30万円）

電話等初再診の診療報酬の追加的対応
（250点⇒ 500点）

救急受入のための確保病床への緊急支援
（450万円/床）

政府
医療機関等への支援措置延長を決定

　政府は3月16日、医療機関に対するコロナ関連支援措置を下記のとおり延長することを決
定した。日本医師会では都道府県医師会からの要望を受けて、中川俊男会長始め各役員が財
政支援の延長等を求めてきたが、その要望が実現したものである。
　支援措置の対象機関等については、日本医師会から発出した事務連絡等をご参照願いたい。

診療・検査医療機関が公表されている場合の
診療報酬加算（300点⇒ 550点）

高齢者施設等に看護職員を派遣した場合の
8280円 /時間の補助

転入院支援のための確保病床への緊急支援
（450万円/床）

※厚生労働省資料より一部改変
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